
札幌市ソーシャルビジネス事業力強化支援事業 対象者 

 

セールスポイント 

【事業により解決を目指す社会・地域的課題の内容、その理由など】 

・これまで「杖」に対しては、社会的にマイナスイメージがありました。そこで、「杖だってかわいいのがほ

しい」という、杖のマイナスイメージを明るく楽しいコミュニティツールとする逆転の発想から「デコ杖」

が生まれました。「それ素敵な杖ね！」「どうやって作るの？」等の会話から、交流の場を発生させて広げ

ています。 

・オリジナル制作の「デコ杖ソング・デコ杖体操」は、脳の活性化シナプソロジーの観点から歌詞の内容に

こだわり、「下を向かずに…」を「上を向いて」など改良を重ね、健常者も楽しく踊ることが可能です。介

護老人施設やデイサービス等で広報活動中です。・更に福祉用具をデフォルメしたアクセサリー「デコ杖・

車椅子ピアス・イヤリング」はどうせ見られるなら「かわいく！」を実践する女性からの問い合わせが多

くなっており、福祉用具を使う方の交流が図られています。 

【社会的ミッションの達成に向けて、想定している事業の「内容」や「仕組み」など】 

・「デコ杖」は今までの杖の概念にない「可愛らしさ」「明るさ」「楽しさ」を備え、杖を通してコミュニティ

を広げ、デコ杖体操などの活動を通して健常者でも杖を手にする機会を作り、誰でも躊躇することなく杖

を持てるような環境を創出しています。（平成26年度北海道福祉のまちづくり賞 福祉用具部門受賞） 

・海外の杖はファッションやスポーツの道具として幅広く捉えられており、トルコ・カッパドキアで生産さ

れているオリジナルグッズ「デコ杖オヤ※モチーフ」は独創性を備えており北海道から世界へ発信できる商

品として十分な可能性を持っています。 

※『オヤ』とは…トルコではスカーフを被る習慣があり、スカーフの縁に思い思いのかわいらしいモチーフ

を縁取りします。そのスカーフに施したレース編みの縁飾りのことを総称して『オヤ』と言います。 

【事業の将来ビジョンや目指している姿、札幌のまちや社会をどのように変えていきたいか、など】 

・「どうせ介護用品なんてこんなもの」というお洒落には程遠い概念を多くの人が持っています。健常者でも

綺麗な服や靴を身に着けていれば明るくワクワク楽しくなり、それは自分への自信に繋がります。何らか

の形で福祉補助器具を使わなければいけない体の不自由な人は外出することさえためらっているのが現状

ですが、使用する器具で気持ちが明るくなるもの・ワクワクするもの・楽しくなるものを持てば、それは

体の自信に繋がっていきます。「生きることが楽しくなる・自分を好きになる」を周りのたくさんの人達と

分かち合うのが目的です。札幌の街をハンデキャップの有無に関係なく笑顔と力強いエネルギーで満たし

ていくことが目標です。 

・オヤモチーフは本場トルコ・カッパドキアの職人にオリジナル商品の製作を依頼していることから、道内

在住のイスラム教信者や海外観光客にも販売可能で、『デコ杖』の海外への販売も視野に入れています。 
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